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新
副
会
長
誕
生 

 
 
 
 
 

平
成
１８
年
度
以
来
ず
っ
と
空
白
だ
っ
た
二
人
目
の

副
会
長
が
つ
い
に
決
ま
り
ま
し
た 

 
 

 

部
活
動
の
指
導
を
担
当 

  

中
学
校
の
テ
ニ
ス
部
は
毎
年
60

か
ら
70
名
の
部
員
が
集
ま
る
一
番

人
気
の
あ
る
部
で
す
。
顧
問
の
先 

生
一
人
で
指
導
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
変
で
し
た
し
、
今
年
か
ら
外 

部
指
導
員
を
雇
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
様
な
事
情
で
、
今 

年
度
か
ら
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
K

S

C

C
の
会
員
の
皆 

様
の
協
力
を
得
て
部
活
動
の
指
導

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
平
日
の
授
業
時
間
帯
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
使
用
出
来
る
学
校

は
向
陽
中
だ
け
の
よ
う
で
す
。
感 

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
指
導
に
あ

た
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

平
成
25
年
度
役
員 

会 

長 
 

瀧
水 

昇
二
郎 

副
会
長 

 

野
末 

絢
子 

副
会
長 

 

斉
藤 

敬 

書 

記 
 

内
田 

美
津
子 

書 

記 
 

小
針 

京
子 

会 

計 
 

板
橋 

喜
美 

会 

計 
 

岡 
 

京
子 

会
計
監
事 

依
田 

百
合
子 

会
計
監
事 

竹
下 

政
己 

  

6
月
21
日
11
時
よ
り
平
成
24

年
度
の
評
議
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

出
席
者
43
名
、
委
任
状
6
名 

 

活
動
費
（
参
加
費
）
の
徴
収
の 

仕
方
に
課
題
が
残
り
ま
し
た
が
、 

無
事
に
25
年
度
の
役
員
も
承
認
さ

れ
終
了
し
ま
し
た
。 

 

斉
藤
監
事
さ
ん
が
副
会
長
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
竹
下
さ
ん
に
新

監
事
さ
ん
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
石
渡
事
務
局
長
が
辞

め
ら
れ
た
後
の
適
任
者
を
探
し
ま

す
が
、
今
年
度
は
事
務
局
長
不
在

の
体
制
で
運
営
い
た
し
ま
す
。 

斉藤 敬新副会長 

 

こ
の
度
K

S

C

C
副
会
長
を

引
き
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
斉

藤
敬
と
申
し
ま
す
。
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
推
薦
く
だ
さ

い
ま
し
た
瀧
水
会
長
、
理
事
各
位

そ
し
て
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
期

待
以
上
に
責
務
を
果
た
す
覚
悟
で

す
。
こ
れ
ま
で
私
は
理
事
お
よ
び

会
計
監
事
を
務
め
な
が
ら
、
一
サ

ッ
カ
ー
部
会
員
と
し
て
K

S

C

C
を
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

K

S

C

C
は
そ
の
名
を
全
国

に
知
ら
れ
る
地
域
型
ク
ラ
ブ
の
開

拓
的
存
在
で
あ
り
、
新
し
い
時
代

の
変
化
に
即
し
な
が
ら
も
創
立
者

で
あ
り
代
表
前
任
者
上
野
さ
ん
の

志
を
今
に
伝
え
る
、
そ
の
確
乎
た

る
存
在
は
、
地
域
型
ク
ラ
ブ
が
増

え
て
い
る
昨
今
で
も
お
手
本
的
存

在
で 

在
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
の
副
会
長

は
正
直
言
っ
て
荷
が
重
い
の
で
す

が
、
と
同
時
に
私
世
代
が
も
っ
と
地

域
に
携
わ
っ
て
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
お
引
き

受
け
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
ら
し
た
理

事
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
今
後
は
よ
り
い
っ
そ
う
踏

み
込
ん
だ
関
係
と
な
る
事
を
お
許

し
頂
き
た
い
と
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

私
は
51
才
の
今
も
高
井
戸
中
学

校
サ
ッ
カ
ー
部
の
友
と
杉
並
区
サ

ッ
カ
ー
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
に
参
戦
し

て
い
ま
す
。
ま
た
以
前
は
我
が
子
三

人
が
お
世
話
に
な
っ
た
地
元
の
少

年
少
女
サ
ッ
カ
ー
部
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
永
き
に
渡
り
お
世
話

に
な
っ
た
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
、
今
後
は
会
員
の
皆
様

と
共
に
、
地
域
に
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
K

S

C

C
を
通
し
て

地
元
の
下
支
え
を
す
る
存
在
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

   

テニス部員と指導者たち 

24
年
度
評
議
委
員
会
開
催
報
告 

 

協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し 

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

瀧
水 
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向陽スポーツ文化クラブ平成 24 年度会計決算書              平成 25 年度会計予算書 

収 入 総 額 ￥9,319,278 

支 出 総 額 ￥8,752,948 

次年度繰越額  ￥566,329 

収入の部                                    収入の部 

 

支出の部                                                                    支出の部 

 

  

 

 

  

時期 実施予定項目 

5 月 公開講座開催（徒然草） 

6 月 第 4 回 KSCC 春季テニス大会中止 

６月 25 年度評議委員会開催 

7 月 会報 98 号発行（2,500 部印刷予定） 

  

8 月 プール開放 業者委託に変更 

9 月 第 34 回 KSCC 秋季テニス大会開催 

10 月 向陽祭に参加 

12 月 会報 99 号発行（2,500 部印刷予定） 

1 月 Ｈブロック更新研修会開催 

2 月 講演会開催 

3 月 子供バレエとジュニアジャズダンス発表会 

3 月 スキー教室開催 

日付 実施項目 備考 

6 月 5 日 公開講座開催（平家物語パートⅣ） 257 名参加 

6 月 12 日 第 3 回 KSCC 春季テニス大会開催 104 名参加 

6 月 17 日 23 年度評議委員会開催 42 名参加 

7 月 15 日 会報 96 号発行 3,000 部発行 

   

8 月 2 日 プール開放 業者委託に変更  

9 月 11 日 第 33 回 KSCC 秋季テニス大会開催 106 名参加 

10 月 22 日 向陽祭に参加 多数参加 

12 月 15 日 会報 97 号発行 3,000 部発行 

1 月 20 日 Ｈブロック更新研修会開催 36 名参加 

2 月 26 日 講演会開催（ミッドウェイの現状） 18 名参加 

3 月 20 日 子供バレエとジュニアジャズダンス発表会 約 180 名参加 

3 月 29 日 スキー教室開催 17 名参加 

科目 予算額 決算額 備考 

１. 前年度繰越金 1,023,729 1,023,729  

２. 年会費、賛助会費 2,350,000 2,890,100 年 1,115,000 賛 1,775,100 

３. 参加費 5,000,000 4,717,600 テニス大会参加費含む 

４. 区運営委託費 426,000 426,000  

５. 学校開放利団協運営費 220,000 220,000  

６ .雑収入 1,000 41,849  

合計 9,020,729 9,319,278  

科目 予算額 

１. 前年度繰越金 566,329 

２. 年会費、賛助会費 2,650,000 

３. 参加費 4,800,000 

４. 区運営委託費 426,000 

５. 学校開放利団協運営費 220,000 

６. 雑収入 1,000 

合計 8,663,329 

科目 予算額 

1. 活動費 3,660,000 

(1) スポーツ活動費 2,400,000 

 (2)文化活動費 610,000 

 (3)青少年育成活動費 650,000 

２.運営費 4,903,329 

 (1)印刷 通信費 光熱費 600,000 

 (2)備品 消耗品費 400,000 

 (3)渉外 交通費 90,000 

 (4)会議費 150,000 

 (5)事務費 諸雑費 1,800,000 

 (6)修繕費 1,350,000 

 (7)予備費 413,329 

3.  40 周年積立金 100,000 

  

  

合計 8,663,329 

科目 予算額 決算額 備考 

1. 活動費 3,660,000 3,467,874  

(1) スポーツ活動費 2,400,000 2,431,874 指導費 テニス大会費 

 (2)文化活動費 610,000 486,000 指導費 講演会費 

 (3)青少年育成活動費 650,000 550,000 合宿助成等 

２.運営費 5,260,729 5,185,075  

 (1)印刷 通信費 光熱費 600,000 494,934 会報 2 回 申込書など 

 (2)備品 消耗品費 400,000 1,517,157 コピー機、卓球台 2 台他 

 (3)渉外 交通費 90,000 104,385 中学校への祝い金他 

 (4)会議費 150,000 135,840 新年研修費他 

 (5)事務費 諸雑費 1,800,000 1,645,984 人件費他 

 (6)修繕費 1,350,000 1,286,775 テニスコート改修費他 

 (7)予備費 870,729 0  

3.   40 周年積立金 100,000 100,000  

支出合計  8,752,949  

次年度繰越金  566,329  

合計 9,020729 9,319,278  

特別会計（40 周年積立金） 年度 金額 合計 

前年度まで 400,000 24 年度 100,000 500,000 

 

向陽スポーツ 文化クラブ会報 98 号－2－ 

その他理事会 11 回開催 223 名出席 全サークル活動回数 2,357 回 述べ参加人数 49,885 人 

会員数 大人 888 名 子供 454 名 合計 1,342 名 

 



 
 

学
校
開
放
講
座 

今
年
の
学
校
開
放
公
開
講
座
、

牧
野
玲
子
氏
の
『
「
徒
然
草
」
を
読

む
』
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

80
名
近
く
の
応
募
者
を
抽
選
で

60
名
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
の
開

講
で
、
初
回
の
出
席
者
は
56
名
、

遅
刻
者
な
し
、
と
い
う
驚
異
的
な

も
の
で
し
た
。 

講
義
は
徒
然
草
が
方
丈
記
か
ら

約
百
年
後
の
鎌
倉
時
代
後
期
に
書

か
れ
た
こ
と
、
著
者
の
卜
部
兼
好

は
下
級
貴
族
の
蔵
人
で
、
左
兵
衛

佐
の
時
に
出
家
、
兼
好
法
師
と
よ

ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
始
ま
り
、
参
考
書
と
し
て
、

橋
本
治
・
田
中
靖
夫
の
「
絵
本
徒

然
草
」
、
小
林
秀
雄
の
「
無
常
と
い

う
こ
と
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
、
序
段
、
第
一
段
、

第
三
段
、
第
七
十
五
段
を
読
み 

ま
し
た
。 

 

２
回
目
は
全
員
で
音
読
し
な
が

ら
、
第
七
段
、
十
段
、
十
一
段
、

十
二
段
、
十
三
段
と
、
段
を
追
っ

て
読
み
ま
し
た
。 

講
座
は
、
８
月
は
お
休
み
で
、
11

月
ま
で
の
全
６
回
、
各
月
と
も
第

一
木
曜
日
の
午
後
１
時
半
か
ら
２

時
間
で
す
。 

公
開
講
座
に
参
加
し
て 

 

私
の
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
公
開
講
座
参 

加
は
五
年
前
、
『
「
平
家
物
語
」
を 

読
む
』
に
誘
わ
れ
た
事
に
始
ま
る
。 

そ
こ
だ
け
覚
え
て
い
る
「
祇
園 

精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響 

あ
り
」
に
惹
か
れ
て
参
加
し
た
の 

だ
が
、
読
み
進
む
う
ち
に
、
今
ま 

で
知
ら
な
か
っ
た
挿
話
、
悲
話
、 

勇
壮
な
合
戦
な
ど
、
歴
史
の
様
々 

な
事
も
判
っ
て
、
回
を
追
う
ご
と 

に
面
白
く
な
っ
た
。 

講
師
の
牧
野
氏
は
元
高
校
の
ベ

テ
ラ
ン
教
師
で
話
題
も
豊
富
、
参 

考
文
献
と
し
て
紹
介
し
て
く
れ
た

石
母
田
正
氏
の
「
平
家
物
語
」、
井

沢
元
彦
氏
の
「
逆
説
の
日
本
史
」
な

ど
に
接
す
る
事
も
出
来
、
こ
れ
も
大

い
に
為
に
な
っ
た
。 

 

 

四
年
目
で
「
平
家
物
語
」
を
読
み

終
わ
っ
た
が
、
牧
野
先
生
と
お
別
れ

す
る
の
は
、
出
席
者
の
総
意
と
し
て

如
何
に
も
忍
び
難
く
、
も
う
一
年
、

と
お
願
い
し
て
、「
徒
然
草
」
の
講

座
が
始
ま
っ
た
。 

今
回
も
応
募
多
数
で
抽
選
と
な

っ
た
が
、
運
よ
く
参
加
す
る
事
が
で

き
た
。 

「
徒
然
草
」
は
、
こ
れ
ま
た
有
名

な
、
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
…
で
始

ま
る
序
段
か
ら
は
じ
ま
る
、
現
代
に

も
通
じ
る
随
筆
集
だ
が
、
頷
け
る
所

が
多
く
、「
平
家
物
語
」
と
は
相
当

異
な
る
味
が
あ
る
。 

 

そ
の
上
、
先
生
が
初
回
に
参
考
書

と
し
て
紹
介
し
て
く
れ
た
「
絵
本
徒

然
草
」
が
面
白
く
、
こ
れ
と
併
読
す

る
と
、
講
義
で
読
ん
だ
と
こ
ろ
も
飛

ば
し
た
段
も
、
大
い
に
共
感
し
な
が

ら
読
め
る
。 

 

大
分
以
前
、
杉
並
区
教
育
委
員
会

に
よ
る
、
明
治
大
学
で
の
「
杉
並
区

内
大
学
公
開
講
座
」
が
あ
り
、
参
加

し
た
。
資
の
高
い
講
義
で
宮
沢
賢

治
、
中
原
中
也
、
な
ど
の
詩
に
接
し
、

大
い
に
感
激
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
学
公
開
講
座

は
、
い
つ
の
ま
に
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。 

残
念
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
な

の
で
、
自
宅
か
ら
徒
歩
で
参
加
で

き
る
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
公
開
講
座
は
あ

り
が
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
い

講
師
に
よ
る
い
い
講
座
を
期
待
し

て
い
る
。 

 
 
 

晴
気
征
弘 

  

大
賀
蓮
植
え
替
え 

 

２
月
２３
日 

１０
時
よ
り 

４
年
ぶ
り
に
大
賀
蓮
を
植
え
替
え 

ま
し
た
。
肥
料
を
た
っ
ぷ
り
与
え 

新
し
く
出
て
き
た
芽
を
そ
っ
と
、

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
も
ど
し
ま

し
た
。 

 

山
桑
の
会
、
万
葉
の
会
の 

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

重
き
泥
撥
ね
て
挑
み
て 

 
 
 
 

蓮
植
う
る 

 

喜
美 

  

大
賀
蓮
掘
ら
れ
太
古
の 

 
 
 
 

い
ぶ
き
か
な 

絢
子 

  

泥
は
ね
て
古
代
を
繋
ぐ 

 
 
 
 

蓮
根
掘
り 

 

隆
子 

  

蓮
根
掘
り
括
れ
く
び
れ
て 

 
 
 
 

う
ひ
う
ひ
し 

政
己 

 

二
千
年
の
夢
掘
り
起
こ
す 

大
賀
蓮 

 
 

朋
子 

 

 

戸
惑
へ
る
顔
見
合
は
せ
て 

 
 
 
 

蓮
根
掘
る 

 

俊
子 

向
陽
の
古

人

い
に
し
え
び
と

や 

蓮
根
掘
る 

 

毅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

蓮
根
掘
る
男
勝
り
が 

 
 
 
 

ひ
と
り
ゐ
て 

京
子 
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記
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の
鎌
倉
時
代
後
期
に
書

か
れ
た
こ
と
、
著
者
の
卜
部
兼
好

は
下
級
貴
族
の
蔵
人
で
、
左
兵
衛

佐
の
時
に
出
家
、
兼
好
法
師
と
よ

ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
始
ま
り
、
参
考
書
と
し
て
、

橋
本
治
・
田
中
靖
夫
の
「
絵
本
徒

然
草
」
、
小
林
秀
雄
の
「
無
常
と
い

う
こ
と
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
、
序
段
、
第
一
段
、

第
三
段
、
第
七
十
五
段
を
読
み 

ま
し
た
。 

 

２
回
目
は
全
員
で
音
読
し
な
が

ら
、
第
七
段
、
十
段
、
十
一
段
、

十
二
段
、
十
三
段
と
、
段
を
追
っ

て
読
み
ま
し
た
。 

講
座
は
、
８
月
は
お
休
み
で
、
11

月
ま
で
の
全
６
回
、
各
月
と
も
第

一
木
曜
日
の
午
後
１
時
半
か
ら
２

時
間
で
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草
木
染
め
体
験 

6
月
12
日
10
時
よ
り
13
時
ま

で
、
講
師 

横
山
ひ
ろ
子
さ
ん
、 

笹
本
恵
子
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
会
議
室
で
、
草
木
染

の
体
験
を
し
ま
し
た
。 

ウ
コ
ン
、
エ
ン
ジ
ュ
、
カ
リ
カ
ス

で
コ
ー
ス
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
セ
ン

タ
ー
を
染
め
、
そ
れ
に
、
山
藍
の
葉

で
、
た
た
き
染
め
の
体
験
を
し
ま
し

た
。 

 

ど
れ
も
、
黄
色
に
染
ま
る
の
で
す

が
、
３
種
そ
れ
ぞ
れ
に
、
濃
淡
が
あ

り
、
持
ち
味
の
色
に
染
ま
り
ま
し

た
。 

山
藍
の
葉
か
ら
葉
腋
が
な
か

な
か
滲
み
出
に
く
く
、
棒
で
大
き
な

音
を
立
て
て
た
た
き
、
染
め
つ
け
ま

し
た
。
参
加
者
11
名
で
、
楽
し
い

ひ
と
時
で
し
た
。 

 

講
演
会 

ミ
ッ
ド
ウ
エ
イ
環
礁
調
査
と 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

3
月
9
日 

ミ
ッ
ド
ウ
エ
イ
環
礁
は
サ
ン 

ド
島
と
レ
イ
サ
ン
島
か
ら
な
り
、

200
万
羽
の
海
鳥
の
繁
殖
地
で
す
。

中
で
も
コ
ア
ア
ホ
ウ
ド
リ
は
40 

万
羽
を
超
え
る
ほ
ど
の
世
界
一 

の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

灰
色
の
羽
毛
を
ま
と
っ
た
ヒ
ナ

と
親
鳥
が
所
狭
し
と
い
る
所
に
、

東
日
本
大
震
災
で
流
れ
て
き
た 

漁
業
養
殖
の
紐
や
網
、
な
ど
、
青

や
赤
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
破
片
や

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
、
歯
ブ
ラ
シ

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
流
れ

着
き
、
親
鳥
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の 
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竹
の
庭
へ 

６
月
１７
日 

今
年
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
は
鎌
倉

の
功
臣
山
報
国
寺
（
足
利
家
時
、
開

基
）
へ
の
バ
ス
の
旅
で
し
た
。 

先
ず
薬
医
門
と
苔
の
美
し
い
庭

に
迎
え
ら
れ
、
歩
を
進
め
る
と
、 

孟
宗
竹
の
竹
林
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。 

 

足
利
一
族
の
興
亡
も
偲
ば
れ
、 

竹
林
を
渡
る
風
は
、
と
て
も
爽
快
で

し
た
。 

 

老
鶯
も
し
き
り
に
美
し
い
音
色

を
、
一
族
の
墓
で
あ
る
や
ぐ
ら
（
岩

肌
を
く
り
抜
い
た
横
穴
式
墳
墓
）
に

届
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

苑
内
に
は
、
崖
の
水
が
絶
え
ず
流

れ
、
紫
陽
花
、
半
夏
生
、
オ
オ
デ
マ

リ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
バ
ラ
、
イ
ワ
タ
バ

コ
等
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

 

竹
林
を
透
く
心
地
よ
い
風
を
受

け
な
が
ら
、
抹
茶
一
服
を
頂
き
、
ほ

っ
と
一
息
つ
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
鎌
倉
八
幡
宮
の
参
道
を

抜
け
、
予
約
し
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン

に
た
ど
り
着
き
、
昼
食
を
と
り
ま
し

た
。
店
の
オ
ー
ナ
ー
に
、
一
行
の
元

気
ぶ
り
を
驚
か
れ
ま
し
た
。 

 

も
う
ひ
と
つ
、
お
寺
の
見
学
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
時
ま
で
に

帰
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、 

  
 

 

帰
路
に
つ
き
、
途
中
お
み
や
げ
な

ど
、
夕
飯
の
足
し
に
な
る
も
の
を

買
い
求
め
、
３
時
３０
分
に
は
解
散

し
ま
し
た
。 

梅
雨
の
晴
れ
間
の
本
当
に
楽
し
い

一
日
で
し
た
。 

 
 
 
 

野
末 

 

Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
ふ
れ
あ
い
は
、
第
３

月
曜
日
、
１１
時
３０
分
よ
り
、
昼
食

を
と
り
、
簡
単
な
手
仕
事
で
小
物

を
作
成
し
、
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

美しい竹林 竹林を観ておうすを一服 

熱心に染付 

破
片
を
餌
と
間
違
え
て
飲
み
込

み
、
ヒ
ナ
に
与
え
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

釣
り
針
が
口
に
絡
ま
り
、
食
べ

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
、
餓

死
し
て
し
ま
う
鳥
も
数
多
く
い
る

そ
う
で
す
。 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
被
害
は
ウ
ミ

ガ
メ
に
も
あ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
を
ク

ラ
ゲ
と
間
違
え
て
、
お
な
か
一
杯

に
食
べ
て
、
餓
死
し
て
し
ま
う
の

で
す
。 

東
日
本
大
震
災
で
流
れ
て
き
た

も
の
は
、
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

日
本
、
韓
国
、
中
国
か
ら
も
、
ご

み
と
し
て
放
棄
さ
れ
た
も
の
が
流

れ
て
行
く
の
で
、
世
界
中
の
人
間

が
自
然
界
の
動
植
物
の
環
境
に
関

心
を
持
っ
て
、
美
し
い
地
球
を
育

て
、
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｗ
Ｓ
の
横
山
氏
の
写
真
を
沢

山
写
し
な
が
ら
の
詳
し
い
説
明
を

伺
い
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
サ
ン
ド

島
と
レ
イ
サ
ン
島
、
そ
し
て
美
し

い
海
に
、
い
つ
の
日
か
鳥
た
ち
の

楽
園
と
な
る
こ
と
を
、
願
い
つ
つ
、

大
い
に
た
め
に
な
る
講
演
会
で
し

た
。 

 

も
っ
と
詳
し
く
は
三
木
氏
の 

文
章
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 



 

新
体
育
館
完
成
で 

 
 

卓
球
、
永
福
小
へ
里
帰
り 

 

一
年
半
の
間
、
体
育
館
工
事
の 

た
め
、
卓
球
は
、
旧
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

で
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
が
、 

４
月
か
ら
、
ま
た
新
し
い
永
福
小 

体
育
館
で
、
気
持
ち
よ
く
、
楽
し
く

健
康
維
持
を
目
指
し
練
習
し
て
い 

ま
す
。 

 
 

卓
球
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
長
く

続
け
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
め

て
の
方
も
、
久
し
ぶ
り
に
な
さ
り
た

い
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

引
っ
越
し
な
ど
で
永
福
小
の
先
生

方
に
は
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

練
習
日 

月
曜
日 

 

 
 
 
 

４
時
～
６
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

星
野
和
子 

  
 

 
 

 

楽
し
か
っ
た
、
フ
ラ
ダ
ン
ス 

バ
レ
エ
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス 

発
表
会 ３

月
30
日 

 

今
回
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
２
度
目

の
参
加
で
、
３
歳
か
ら
始
め
て
現 

在
年
長
さ
ん
の
子
供
達
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
も
と
は
親
子
で
楽
し 

む
事
が
目
的
で
、
各
セ
ン
タ
ー
で 

で
も
活
動
中
で
す
。
フ
ラ
ダ
ン
ス 

は
、
歌
詞
の
意
味
に
合
わ
せ
て

様
々
な
手
の
動
き
や
ス
テ
ッ
プ
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
ん
で

踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

７
月
の
永
福
和
泉
セ
ン
タ
ー
祭

り
へ
の
参
加
、
９
月
の
茅
ヶ
崎
で

行
わ
れ
る
大
会
に
も
参
加
の
予
定

で
、
ハ
ワ
イ
か
ら
来
日
の
先
生
に

講
評
を
う
け
る
た
め
、
現
在
猛
練

習
中
で
す
。 

 
 
 
 

鈴
木 

 

Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
ダ
ン
ス
に
４
年
、

バ
レ
エ
は
３
年
に
な
り
ま
す
。 

お
楽
し
み
会
で
は
先
生
方
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
成
の
配
慮
を
頂
き
両

方
を
友
達
や
親
戚
に
観
て
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
ダ
ン
ス

で
は
同
学
年
の
友
達
と
楽
し
く
練

習
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
学
年
を 

見
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、 

 

楽
し
む
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

バ
レ
エ
は
週
１
回
年
下
の
お
友

達
と
大
汗
を
流
し
な
が
ら
、
き
れ

い
に
踊
れ
る
よ
う
努
力
し
、
発
表

会
の
機
会
を
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
、
自
分

自
身
の
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

４
月
に
向
陽
中
に
入
学
し
、
新

し
い
人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ス
に
す

ご
せ
る
の
は
、
同
じ
地
域
の
人
た

ち
と
一
緒
に
練
習
し
、
地
域
の
中

に
知
り
合
い
が
出
来
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
部
活

動
も
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
縁
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。 

有
馬
光
瑠 

 

い
つ
も
、
お
楽
し
み
会
は
、
た
く

さ
ん
の
人
が
観
に
来
て
下
さ
る
の

で
、
す
ご
く
緊
張
し
ま
す
。 

と
く
に
今
回
は
２
人
だ
け
で
踊

る
の
で
、
一
番
緊
張
し
ま
し
た
。 

 

舞
台
裏
で
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
見

て
い
る
と
楽
し
そ
う
な
の
で
、
い
っ

し
ょ
に
踊
り
た
く
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
次
が
た
の
し
み
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
端
慶
菜 

向
陽
の
お
楽
し
み
会
で
、
み
ん
な

で
踊
り
、
そ
の
あ
と
一
人
で
「
ロ
ザ

ム
ン
テ
」
を
踊
り
ま
し
た
。
お
友
だ

ち
が
見
に
来
て
く
れ
た
の
で
少
し

き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
れ
ど
、
さ
い
ご

ま
で
し
っ
か
り
お
ど
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
も
っ
と
、
れ
ん
し
ゅ
う

し
て
、
来
年
も
ま
た
、
も
っ
と
じ
ょ

う
ず
に
、
お
ど
り
た
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
柳
芽
衣 
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６
月
２
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
春

の
団
体
戦
は
近
隣
と
の
関
係
で
２

面
し
か
使
え
な
い
状
況
と
な
り
、
残

念
な
が
ら
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

一
日
も
早
く
全
面
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

今
年
も
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
は
前
半
雪
が

降
っ
た
割
に
は
雪
が
か
な
り
少
な

く
、
雪
質
も
志
賀
と
し
て
は
か
な

り
悪
く
、
初
心
者
に
は
滑
り
に
く

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
で
も 

 
 
 
 
 
 
 

皆
、
頑
張
っ
て 

驚
く
ほ
ど
上
手

に
な
り
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
上
の
写

真
の
よ
う
に
素

晴
ら
し
い
雲
海

を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

最
終
日
に
例
年

の
よ
う
お
弁
当 

を
雪
の
上
で
食
べ
、
フ
リ
ー
滑
走 

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
上
の
リ 

フ
ト
が
止
ま
り
、
少
し
残
念
な
こ 

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
怪
我
も
な 

く
無
事
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

参
加
者 

男
子
8
名
女
子
6
名 

 

引
率
者
3
名
で
し
た
。 

 

春
季
テ
ニ
ス
大
会
開
催
中
止 

第
39
回
ス
キ
ー
教
室
開
催 

もうバテタなー 

卒業の 6 年生へ花束贈呈 



      今、やっています                                     平成 25 年７月 15 日現在 

種  目 実施日・時間 連 絡 先 

ＫＳＣＣふれあい 第 3月曜 12：00～15：00 岡  3329-4755 

万 葉 の 会 第 4火曜 10：00～ 岡  3329-4755 

コーラス・ドレミ 第 2・3水曜 14：00～15：40 晴気 3302-3365 

パソコン初級 ＰＣサロン 木曜  12：30～14：30 ・15:00～17:00 10時～有  クラブハウス（日曜のみ）3329-3935 

ビオトープ（山桑の会） 第 2,4木曜 15：00～17：00 （第 2，夏期） 竹下 5936-1376 

囲碁の会 金曜  13：00～17：00 竹下 5936-1376 

霞句会 第 2金曜 13：00～16：30（永福和泉区民ｾﾝﾀｰ） 野末 3321-9687 

麻 雀 金曜 12：30～16：30 （募集なし） 依田 5932-3567 

サイエンスくらぶ 第 1・3土曜 10：00～12：00 赤星 3323-3637 

陶芸 土曜 13：30～16：00 （5回シリーズ）  川池 5930-4673 

カメラ教室 第 2土曜 18：00～20：30 クラブハウス（日曜のみ）3329‐3935 

簡化、48式太極拳 日曜 10：00～12：00 野畑 3321-0472 

空 手 日曜 10：00～12：00 （高三小体育館） 内山 3329-4932 

グランドゴルフ 桜美会・仲良し会 日曜（午前：桜美会・午後：仲良し会） 樽井 5934-7983 杉江 3302-6069 

成 人 野 球 日曜 16：30～20：00 加藤 080-5454-5651 

向陽テニス（Ａ～Ｋコース） 日曜 火曜 木曜 土曜 （詳しくは HPをご覧ください）  クラブハウス（日曜のみ）3329-3935 

少年サッカー向陽ミラーズ 日曜 午後 土曜 2回 深見 3325-9343 

フットサル 日曜 18：30～21：00  倉田 070-6632-6222 

３ Ｂ 体 操 月曜 10：00～12：00  板橋 3302-4934 

卓 球 月曜 16：00～18：00 （永福小学校体育館） 依田 5932-3567 

子供バレエ 月曜 15：30～18：30          竹内 3328-3905 

ジャズダンス 火・木曜 10：45～12：45 木・金曜 18:30～21:00 鹿野 3304-6782 

子供フラダンス 火曜 17：30～19：00 月曜 4回 鈴木 6671-4008・090-3506-9462 

永福ミニバスケット 火曜 16：00～ 土曜 13：00～ 日曜 9：00～ 笠井 3323-8792 

背骨コンディショニング 火曜 19：00～20：30 晴気 3302-3365 

ゴ ル フ 水曜 18：00～19：00（高井戸ハイランドセンター）         クラブハウス（日曜のみ）3329-3935 

ジュニア ジャズダンス 水 15：40～19：00土 14：00～20：45月 19：00～20： 30 川又 080-3453-9724 

少年野球 杉並ホワイト・ベアーズ 水曜（午後）土曜・日曜・祝日 8：00～ 大矢 080-1034-6434 

シニアストレッチ 水曜 10：00～11：00 11：15～12：15土曜 10：30 ～11：30鹿野 3304-6782 

ストレッチとジャズダンス 水曜 18：30～20：30 鹿野 3304-6782 

社交ダンス 木曜 13：30～14：30） クラブハウス（日曜のみ）3329-3935 

インディアカ 木曜 18：30～21：00  (向陽中体育館) クラブハウス（担当/石井）3329-3935 

ＫＳＣＣ水泳 木曜 9：00～11：00 （高井戸温水プール） 青木 3332-9659 吉川 5970-3628 

ストレッチバレエ 金曜 10：00～12：00 竹内 3328-3905 

少年野球 永福クリッパーズ 土曜・8：00～12：45 日曜・祝日 8：00～16：30 松原 5938-5403 

バスケット 土曜 18：30～21：00  クラブハウス（担当石井）3329-3935 

成人サッカー 土曜 17：00～20：00 松永 090-3695-4771 

バレエ 初級 土曜 19：00～21：00 鹿野 3304-6782 
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